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これまで、多くの人が発症する歯列不正は、とかく矯正歯科専門医
に委ねられてきた。しかし現在、一般開業医でも初期の歯列不正に
保存的に対応し得る床矯正治療が、臨床面ではもちろん、経営的な
側面からも注目され、多くの患者から支持されている。本書では、
床矯正治療を治療選択肢に採り入れるなかで遭遇し
やすい疑問や問題について、Q&A形式で端的にテンポ
よく解説。院内全体で活用&共有したい情報やヒントが
満載の1冊。

［監著］ 鈴木設矢　［著］ 大河内淑子、大澤亜弓、鈴木晴子、田中幹久

A4判・160頁・オールカラー
本体8,000円＋税

なぜ？からはじまる
床矯正治療のQ&A
1st step
なぜ？を探ると、臨床が楽しくなる！
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●印象トレーはどのような種類、サイズを用意する？
●印象をうまく採るコツは？
●小児や嘔吐反射が激しい患者さんの印象はどう採る？
　（患者編）（術者編）
●印象はどこをしっかり採ればよい？
●乳歯の削合とは？
●カリエス治療はいつ行う？　他

３章  治療方針
●床矯正治療は乳歯列から始めるべき？
●上下叢生の拡大は同時に行うべき？
●初心者でも手がけられる症例は？
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●「前方拡大装置を巻き戻して使う」とは？
●アダムスクラスプを第2乳臼歯と第1大臼歯の
　どちらに設定したらよい？
●後方に起こすスプリングの使い方は？
●唇側線の使い方は？
●スプリングはどのくらいの力をかければよい？　他

６章  よくあるトラブルとその対処
●床装置がトラブルで入れられないのに
　すぐに来院できないとき、どうする？
●拡大中に床装置を失くして新製したら入らない！ なぜ？
●床下粘膜が痛い場合の対処法は？
●唇側線が頰粘膜に当たって痛い場合の対処法は？
●拡大しすぎた場合の対応は？
●床装置が緩くて外れやすいときの対処法は？
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７章  もっと知りたい方へ
●CRボタンの付け方は？
●拡大中にエラスティックをかけられる？
●小臼歯にエラスティックをかけるのが難しいときはどうする？
●エラスティックの適切なかけ方は？（前歯部編）（臼歯部編）
●治療費の設定とその内訳は？
●来院時のチェックポイント　他
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